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単元計画 

１ 単元名 わり算のひっ算（２）～わる数が２けた～  東京書籍４年上

２ 学習状況調査結果から見える課題との関連 

 

課題が見られた調査問題 正答率 課題解決に向けて 

平成 29年度佐賀県小・中学校学習状況調査[12 月調査]４年５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.9 

【課題】 

・除数が２位数で被除数が３位数である除法の計算はできているものの、こ

の設問のように除法の筆算の仕方を理解することには課題が見られる。 

 

 

平成 30年度佐賀県小・中学校学習状況調査[12 月調査]４年３(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.3 

【課題】 

・除法に関して成り立つ性質を理解することに課題が見られる。 

【課題解決に向けた授業改善のポイント】 

・１０や１００を基準とするなど、数に着目することで、これまでに学習した除

法を基にして考えたり説明したりする活動を取り入れましょう。 

・筆算で立てた商や計算の途中で出てくる数がどのような大きさを表してい

るのかを説明する活動を取り入れましょう。 

【課題解決に向けた授業改善のポイント】 

・「わり算だったら答えが小さくなる」というような児童の思い込みを生かし

て、式が違っても商が同じになる場合があることを考える活動を取り入れま

しょう。 

・商が同じになる除法の式をつくる活動を取り入れましょう。 

・商が同じになる除法の式を取り上げ、除法に関して成り立つ性質を帰納

的に考えたり説明したりする活動を取り入れましょう。 



2 

 

３ 課題改善や授業改善の視点を取り入れた単元計画 

時間 学習のねらい 
問題文・問題場面 

（教科書のページ） 
児童の「できた！」「分かった！」の質を高める学習過程の一場面 

１ 

10 のまとまりに着目して、既習

のわり算の学習と関連付けて考

え、（何十）÷（何十）の答えを

求めることができる。 

 

 

 

 

 

（４年上 Ｐ101～102） 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・10のまとまりに着目して考えること 

・既習のわり算の学習と関連付けて考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色紙が 60まいあります。こ
の色紙を１人に 20まいずつ
分けると、何人に分けられま
すか。 
 

10を基にして考えて、６÷２にしたと思います。 

○○さんは、６÷２と考えているけど、どのように考えて

６÷２と考えたのか分かりますか？ 

・「『10を基にして考えた』って言っているけど、どういうことか

な？図に表して説明できる人はいますか？」などと発問して、

数に着目してこれまでの学習と関連付けながら説明させます。 

・一部の児童の説明で終わらせるのではなく、隣の友達に再度説

明させるなど、説明する活動を取り入れます。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r1/documents/2_shosan_kontentu_shosai1_4nen_warizanhisan2.pdf
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２ 

３ 

被除数と除数に着目して、既習

の（何十）÷（何十）の計算と関

連付けながら商の見当を付け、

筆算の仕方を説明することがで

きる。 

 

 

 

 

（４年上 Ｐ103～104） 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数に着目して（何十）÷（何十）と捉えること 

・前時と関連付けて、どのように商の見当を付けたかを考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

色紙が 84まいあります。こ
の色紙を１人に 21まいずつ
分けると、何人に分けられま
すか。 
 

商の見当を付けるのが難しいですね。商の見当を付けやす

くすることはできませんか？ 

１時目の学習のように考えて、80÷20や 90÷20と考え

るとよいと思います。 

・つかむ段階では、色紙の 84枚を□にして、どのような数だ

ったら商が出せそうかを考えて既習の学習と本時の学習との

違いを感じさせるような場面を設定します。 

・児童とのやり取りを通して、商の見当付けが難しいと感じて

いる児童の考えを引き出します。その際に、「先生も、今日

のわり算の商の見当を付けるのは難しいな」と児童の気持ち

に寄り添った言葉掛けを行います。また、「どうして難しい

と感じますか？」と発問し、前時までの学習との違いを捉え

させ、被除数と除数に着目させていきます。 
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４ 

被除数と除数に着目して、既習

の学習を基に（何十）÷（何十）

と考える。そして、過大商を立て

たときの仮の商の修正の仕方を

理解し、その計算ができる。 

 

 

 

（４年上 Ｐ106） 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数に着目して（何十）÷（何十）と立式し、仮の商を立てる 

 こと 

・過大商の修正の仕方を考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

86÷23の筆算のしかたを
考えましょう。 

前の時間の学習を使って考えると、86÷23 は、どのような

式にして商の見当を付けていきますか？ 

わたしは、90÷20 として商の見当を付けたらよい

と思います。 

ぼくは、80÷20 として商の見当を付けたらよいと思

います。 

 

・どうして、90÷20 や 80÷20 と見当付ける式を立てたのか、数に

どのように着目したのかを説明させます。 

・過大商を修正して計算をしている手順については、隣の友達に

再度説明させるなどして、どのように修正したか、どのような

手順で計算しているかをきちんと確認します。 
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５ 

６ 

被除数と除数に着目して、既習

の学習を基に（何十）÷（何十）

と考える。そして、過小商を立て

たときの仮の商の修正の仕方を

理解し、その計算ができる。 

また、仮の商を修正する過程を

通して、どのように数を捉えて

（何十）÷（何十）の式にすれば

よいかを理解し、その計算がで

きる。 

 

 

 

（４年上 Ｐ107～108） 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数に着目して（何十）÷（何十）と立式し、仮の商を立てる 

こと 

・被除数と除数の関係から、切り捨てや切り上げを選んで立式すること 

・過小商の修正の仕方を考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

78÷19の筆算のしかたを
考えましょう。 

80÷20 にして商を見当付けると、仮の商を修正する必要は

ないですね。わられる数とわる数をどのようにみて（何十）

÷（何十）の式を考えればよいですか？ 

仮の商を立てるときは、わる数は 20 に近いから 19 を 20 と

みて計算したらよいと思います。 

・仮の商が大きすぎたり小さすぎたりする考えを取り上げなが

ら、全員で仮の商を修正していく過程を大切にします。 

・間違っているものについても、どのように考えれば正しく計算

することができるかという視点で話し合わせるようにします。 

・Ｐ107５にあるような練習問題を使って、間違っている筆算

が、どうして間違っているかを考えて説明するような場面を設

定します。その際に、あまりの数と除数の大きさの関係から商

を修正する必要があることを説明させるようにします。 
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７ 

３位数÷２位数＝１位数の筆算

においても、被除数と除数に着

目して、既習の計算手順と関連

付けながら商の見当付けをした

り、商の立つ位置を考えたりし

ながら、筆算の仕方を説明する

ことができる。 

 

 

 

 

（４年上 Ｐ109） 

 

 

 

 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数に着目し、商の立つ位置の見通しをもたせること 

・前時の内容を発展的に考え、筆算の仕方を説明すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

153÷24の筆算のしかたを
考えましょう。 

150÷20とみても、わられる数は百の位まであるけど計算

できるでしょうか？ 

150÷20とみると、できそうです。 

10を基にすると… 

・被除数と除数を、既習の学習を基に（何百何十）÷（何十）と

捉えることについては、一部の児童の発言で進めるのではな

く、隣の友達と再度確認するなど、被除数と除数をどのような

数と捉えたかを全員が共有できるようにします。 

・前時の問題とつながりがある問題を本時で扱う際は、本時の問

題をすぐに提示するのではなく、前時の内容を振り返ること

で、本時との違いが明確になります。また、問題を解き進める

ための方法の見通しをもたせることにもつながります。 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r1/documents/2_shosan_kontentu_shosai7_4nen_warizanhisan2.pdf
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８ 

９ 

３位数÷２位数＝２位数の筆算

においても、被除数と除数の大

きさに着目して、既習の計算手

順を使って筆算の仕方を考える

ことができる。また、具体物の操

作を通して、商の立つ位置と筆

算の仕方を関連付けて説明でき

る。 

 

 

 

 

 

 

（４年上 Ｐ110～111） 

 

学び合う段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数の大きさに着目し、商の立つ位置の見通しをもたせること 

・具体物の操作を通して、商の立つ位置と筆算の仕方を関連付けて説明さ

せること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

色紙が 345まいあります。こ
の色紙を 21人で同じ数ずつ
分けると、1人分は何まいにな
って、何まいあまりますか。 

３÷21の「３」と「21」は、絵（100の束：３個、10の束：４

個、ばら：５個）や問題文のどこのことでしょうか？ 

345÷21の計算は、まず、百の位の計算の３÷21だから、百の位

に商は立ちません。 

「３」は 100の束が３個分のことで、「21」はそれを 21人で分

けることです。この作業はできないので、百の位に商は立ちま

せん。 

では、商は何の位から立ちますか？ 

100の束を 10の束にばらして考えると、10の束が 34個分とな

り、34÷21で十の位に商１を立てます。 

「34」は、さっきの絵のどこのことでしょうか？ 

・筆算の仕方を説明させる際に、どこの説明をしているのか具体

物の操作と筆算の仕方を対応させるようにします。また、黒板

で説明している内容を隣の友達に再度説明させる活動を取り入

れることで、数の表す意味を理解することや学級全体で筆算の

仕方を確かめていくことにつながります。 
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10 

商が同じになる除法の被除数と

除数に着目して、複数の式から

被除数と除数、商の関係を見出

し、説明することができる。 

 

 

 

 

（４年上 Ｐ113） 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・商が同じになる被除数と除数に着目して考えること 

・複数の式から帰納的に考えること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商が 4になるわり算の式を
つくり、わり算のせいしつに
ついて調べましょう。 

そうですね。答えの「４」は、いつも同じで変わりませんね。 

では、変わる数はありますか？ 

わられる数が「４」から「８」「16」と変わっています。 

わる数は、「１」から「２」「４」と変わっています。 

わられる数とわる数の変わり方には何かきまりがありますか？ 

・「８」「16」を【わられる数】、「２」「４」を【わる数】というこ

とを確認し、これらの言葉を意識させて使わせます。 

・「４」から「８」へ数が変わることと対応して、「１」から「２」

へ数が変わることが分かるように説明させ、数と数の関係を矢印

を使って示させます。 

・全体の学び合いの段階や適用問題の場面では、除法についての成

り立つ性質に着目させ、商が同じになる除法の式をつくる活動を

取り入れます。 

・本時の学習内容に関わる学習状況調査問題を実際に解かせます。

（例）平成 30 年度佐賀県小・中学校学習状況調査[12 月調査] 

４年３(1) 

https://www.saga-ed.jp/kenkyu/kenkyu_chousa/r1/documents/2_shosan_kontentu_shosai10_4nen_warizanhisan2.pdf
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11 

除法の被除数と除数の末尾にあ

る「０」に着目して、除法のきま

りを使って工夫して計算するこ

とができる。 

 

 

 

（４年上 Ｐ114） 

 

 

 

 

 

 

 

つかむ段階 

【本時の学習のポイント】 

・被除数と除数の末尾の「０」の個数に着目すること 

・簡単な計算になるように、前時の除法のきまりや既習の 100 を単位とし

て考えること 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

24000÷500の筆算のし
かたをくふうしましょう。 

（既習のわり算を何問か提示した後に） 

今日の問題は 24000÷500です。 
えっ！ 

数が大きいな。 

どうすると計算ができそうですか？ 

何か気付いたことがありますか？ 

「０」が多いな。

あ。 

「０」を取ると計算が

できる式になります。 

・問題を提示する際に、既習の問題を何問か続けて提示した後

に、本時の問題（24000÷500）へ展開していくことで、児童か

ら本時と既習との違いや素直な反応を引き出すようにしま

す。また、児童が問題を解きたいという気持ちや、どのように

して問題を解くのかといった考える必然性をもつことにつな

げるようにします。  

 

・見通す段階では、「前にこのような問題を見たことがあります

か？」「わり算以外にも似たような問題を習っていませんか？」

などと問うことで、既習の考えを引き出すことができます。 

その際に、どのような方法で問題を解き進めたのかを問うこと

で、解き方の見通しをもたせることにつながります。 
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【授業を更に充実させるためのコツ（発問など）】 

 

 

 

 

 

 

「０」を取ると、数が小さくなり計算ができる式になりますね。

でも、数を小さくするなら、答えも小さくなりませんか？ 

・このような発問をすることで、除法のきまりに着目させ、

「０」を取って計算できる理由にも着目させることにつなが

ります。また、「『０』は、全部取りますか？」などと問うこ

とでも、除法のきまりに着目させることにつながります。 


